
「鏡 獅 子 」 の 成 立

和 田 修

(一)

新歌舞伎十八番の一つに数えられる 「鏡獅子」
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は, 本名題 「春興鏡獅子」, 明治23年3月10日 よ

り東京歌舞伎座で初演された長唄所作事である。

九代目市川団十郎が御小姓弥生後に獅子の精を勤

めた。作詞, 福地桜凝。作曲, 三代 目杵屋正次郎, 
2

振付は団十郎自身 と二代目藤間勘右衛門であった、

本曲は, 江戸城お鏡曳の余興にお小姓弥生が獅

子頭の前で所作事を勤 めるうち, 獅子の精霊がの

りうつって牡丹に狂 うさまをみせ るという設定で

あるが, よく知 られているように, 寛保二年に初

演された古い長唄 「枕獅争」を改作したものであ

る。原曲は前 ジテが傾城姿の所作, 後ジテは扇獅

子を被 り, 牡丹の枝 を持って石橋の所作をみせる

もので, この 「枕獅子」の構成は, 江戸かぶ き舞

踊における石橋 ものの嗜矢とされる長唄 「相生獅

子」以来の定型であるが, その背景に如何な る設

定があったのかは, すでに明治にはわからなくな

っていた。 このような古い所作を団十郎があえて

とりあげた事情については, 初演時に胡蝶を勤め

た, 団十郎の長女市川翠扇 の 『鏡獅手」に詳 しい

ので長 くなるが次に引用する。

丁度私が12め 歳に稽古をしてをります枕獅子

を, いつ ものや うに宅で凌つてをりますのを

フト亡父が見まして, もう一度踊つて見うと

いはれて, 繰 り返 して踊りました, 何んで も

さうした事が幾 日か続きました, その時に父

が頻 に頭を振つて考へてゐたと思ひましたら, 

それがいつの間にか 『鏡獅子」になりました, 

その時に父から聞か されましたのは, 『自分

が昔習つた時はさうも考へなかつたのに, お

前の稽古を見てふつ と思ひ付いたので, 早速

福地 さんに相談 して, 傾城を御守殿に作 り替
へ, 筋の無い物に筋を付けて, 全 く生れかはつ

たのであるが, 自分の考へでは女が獅子の精

にかはる, 言はば白から黒にかはるや うな変

化 に最 も興味を覚えたのであつて, それには

必ずしも傾城の必要はない。そ こで考へたに

は, 傾城はどうか した場合, あらくれた挙動

が無いで もない魁 どこまでも女らしい, 淑

やか さを持つた, いひかへれば淑やかさそ

の ものであるといふや うな概念を持つ御守殿

の小姓を選べば, さうした変化はより以上に

認めらるるものであらうと, 考へたのに始ま

つた』 といつたや うな事 も話されてをりまし

た。

団十郎の意図は上記に尽くされているかと思う。

すなわち, わかりやすい筋立てを与えること, 傾

城を御殿女中に改めること, 前 ジテの優美な女形

の振 りと対照的に, 後ジテが豪放な獅子の狂いを

みせることの三点である。従来 「鏡獅子」のテー
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マとしてはこの説明が一般に行われており, たし

かに現在の舞台をみるとそれが充分納得される。

しか し, 団十郎や桜擬が 「鏡獅子」の上演を思

い立 った当初から上のような明確な意図をもって

いたかというと, 少 しく疑問が残 る。初演の初日

に先立 って刊行された錦絵は 「枕獅子」の持えと

同 じであり, 「歌舞伎新報」の記事からも, はじ

めは 「枕獅子」とほとんど変わるところのないも

のが予定されていたように思われる。かといって

翠扇の芸談や団十郎の写真をみ ると, 初演時の舞

台が今 日と異っていたとも思われない。 「鏡獅子」

には初演時にかかわると思われる台本が四点残さ

れているが, それぞれ内容に相違があり, 「枕獅

子」の要素を強 く残す ものか ら現行に近い形への

流れをみてとることができる。団十郎が最初にど

こまで構想を固めていたのかはわか らない魁 桜

凝を含めた周囲の者が 「枕獅子」に少 し手を加え

た程度のものを予想していたところ, 初 日までの

短い期間に改訂が加えられて, 趣きを一新 した1鏡

獅子」が成立 したのだろうと思 う。

「鏡獅子」の流行 もあって, 「枕獅子」本来の

振りは伝えられていないようで, 振付上の比較は

できないが, さいわい長唄には 「枕獅子」が残 さ

れている。そこで 本稿では初演時の台本の異同

の検討を中心に, 長唄 「枕獅子」 ・ 「鏡獅子」の

比較や番付 ・錦絵 ・「歌舞伎新報」などの周辺資

料を加えて, 「枕獅子」に近かった当初の構想か

ら 「鏡獅子」が独立するまでの過程をたどってゆ

きたいと思う。

(二.)

まず画証をもとにして, 当初考えられていた 「枕

獅子」と, 実際に舞台にかけられた 「鏡獅子」の

相違をみたい。

「鏡獅子」の錦絵としては, 次の三点 を知 る。

(1) 国周筆 「枕獅子」(図 版(1))

(2) 国政筆 「浄瑠理枕獅子」(図 版(2))

(3) 国政筆 「枕獅子」(図 版(3))

-9-



(1) は前帯の衣裳を肌ぬぎにした後ジテの姿で, 

扇獅子を被り, 牡丹の枝を持っている。(2)(3)は傾

城姿で手獅子を持っている、さらに(2)には実際に

登場 しなかった菊五郎の太鼓持ちと福助の新造が

描かれている。3点 とも明治26年2月 の刊記があ

って, 初 日前の宣伝用 に作 られたものであること

がわかる。また, 「歌舞伎新報」2月21日 付1449

号の表紙の絵(図 版(4))も, 大きな牡丹の花をつ

けた扇獅子を被った後 ジテ姿である。錦絵の製作

にかかる時間を考えれば, 上演が決まるとす ぐに

絵師にその構想が伝え られると思われる。(1)と(2)

には娘2人 の胡蝶が描かれているか ら, 2人 の出

演が当初か ら決まっていて呼び物であったことが

わかるが, 団十郎の所作の方は未だ 「枕獅子」と

同 じものとみなされていたわけである。
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ところが, 初日である3月10日 付 の絵本役割

(図版(5))・ 辻番付(図 版(6))に は, 現行の舞台

と同 じように, 大奥での御殿女中の所作と能仕立

ての獅子の精が描かれている。初日か ら20日後の

「歌舞伎新報」3月30日 付1460号 の表紙(図 版

(7))も 御小姓姿である。また, 団十郎の扮する前

ジテと後ジテの写真が 『鏡獅子」に掲載されてい

る(図 版(9))が, やはり現行の持えと変わるとこ

ろがない。ただ し, 3月11日 印刷, 12日 出版とし

た筋書の表紙(図 版(8))は, 病鉢巻をした傾城姿

で牡丹の枝を手にしている魁 これは色刷 りであ

図版(1) 国周筆(演 劇博物館蔵)

図版(2) 国政筆(都 立中央図書館蔵)
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るために出版に日数がかかったと解 される。逆に

いえば 「枕獅子」か ら 「鏡獅子」への変更が明

らかにされたのが,初 日に近い時期であったこと

が うかがわれる。

図版(3) 困政筆 図版(4) 歌舞伎新報(2月21日 付)

図版(5) 絵本役割(3月10日 付)

図版(6) 辻番 付(3月10日 付, 部 分)
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図版(7) 歌舞伎新報(3月30日 付) 図版(8) 筋 書(3月12日 出版)

図版(9)『 鏡獅子 』より

鏡獅子前ジテ 九代目市川団十郎 鏡獅子後ジテ 九代目市川団十郎
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団十郎は初演以後 「競獅子」を2回 勤吟ている。

2度 目は赤十字の慈善興行で3日 間の上演であり

3度 目は大阪歌舞伎座の開場記念興者で, このと

きに自ら演出を改めたとは考え難 く, 前記の写真

も初演時のものとみてよいだろう。さらに初演時

に父とともに舞台を勤めて この所作事を伝えた翠

扇や, その舞台を袖か ら見ていて, のちに翠扇に

厳 しく教えをうけた六代目尾上菊五郎 も, 団十郎
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のとおりに演 じていると述べているので, 初演時

には現在と同 じ詞章 ・演出であったと考えて間違

いはないだろ10つ。

(三)

次に 「歌舞伎新報」の記事によって, 「鏡獅子1

の構想の変遷をたどってみたい。

「鏡獅子」が初演された3月 の歌舞伎座の演目

に関する記事が 「歌舞伎新報」には じめてのるの

は, 明治26年2月5日 付1443号 で, 次の如 くであ

る。

歌舞伎座次狂言は例の桜擬先生の筆にて桜田

騒動を出 し二番目には何か新聞 ものしよしに

噂するものもあれど我が社の聞くところにて

はまだ確実の場合に至らず且つ悪禅司を勤め

て見たしとは梅幸丈年来の望なりと云へば一

番目は多分これに極まるならんと云ふ
この段階では 「鏡獅子」の名は出てこない。次

の2月8日 付1444号 に, はじめて 「中幕は団洲の

『枕獅子』」とあり, 2月11日 付1445号 に詳 しい事

情が記されているので, そのまま引用する。

今度団十郎丈が勤むる枕獅子の所作事は両三

年前 より頻 りと勧められ居たるもの しよ しに

て一番目に桜田紀聞を出さんかとの評議あり

し頃枕獅子だけは既に確定 し居 り幸ひ将軍家

に関す る狂言なれば所作事の世界 も其中に込

入れ大奥の女中がつれつれの慰みに芸尽 しを

するといふ趣向に して本来の傾城姿を御殿女

中で行 くことに決 し居たるところ其後一番目

は都合によりて禅司公暁と差替 にな り御殿女

中にては如何との説もありしが詰り奥向の女

中 にて勤むることとなし引抜てよりは本行の

獅子にて牡丹の狂ひを見せ其間のツナギに丈

の最愛の娘実子扶伎子の両女に胡蝶の狂ひを

勤めさする都合なりと云ふ要す るに今回の枕

獅子は之れまでのものと格別変 りたる所はな

きも狸褻の文句など多少改めたるよしなれば

従つて振事にも何程か異な りたる所を見るな

らんと云ふ

右には傾城を御殿女中に改めることが記され, 

後ジテを 「本行の獅子にて」とするのは, 能仕立

てをさすものかと思われるが, それで も 「之れま

でのものと格別変 りたる所はな」いとしている。

しか も名題が 「枕獅子」となってお り, 「春興鏡

獅子」の名題が記されるのは, 2月24日 付1450号

が最初である。初日は3月10日 だか ら, かなり間

際になって名題が確定 した ことになる。

これらの記事を総合すると, 「鏡獅子」の上演

が決まったのは1月 の終りか2月 早々であったか

と思われ, 団十郎の胸の内如何にかかわらず, 周

囲は娘2人 の胡蝶の所作を除けば 「枕獅子」と賂

別変 りたる所」のない ものとして認識 していたの

であり, 錦絵もこの時期に予測された内容を描い

たと考え られる。

(四)

「鏡獅子」上演をとりまく周囲の状況をふまえ

た上で, 台本によって 「枕獅子」か ら 「鏡獅子」

への変化を詳 しく検討 してゆきたい。

初演にかかわると思われる 「鏡獅子」の台本は, 

写本2点, 活字本2点 の計4点 を知 る。

写本2点 はともに松竹大谷図書館の所蔵である。

1つ は, 表紙に 「中幕所作事/春 興鏡獅子」と

題 されたもの粂 『名作歌舞伎全集』第18巻 の底
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本 となっている。本稿ではか りに甲本と呼ぶ。半

紙本四丁半。見返 しに役名の一覧があるが, 役者

名は記 されていない。明治26年3月6日 付ほかの

検閲印が捺されており, 初演以来検閲用として用

いられた本である。ただし, 4箇 所ほど誤写と思

しきところがあるので, 作者の自筆本を検閲用に

転写 したものであろ弩。表紙の外題と見返しの役

名は本文 と別筆かと思われる。

写本の第2は, 表紙に 「春興/鏡 獅子」と記さ

れた本で, 仮に乙本 と呼ぶ。半紙本四丁。見返 し

に初演時の役人替名を記す。検閲印はない。本文

に数箇所貼込による訂正がある。

活字本の1は 初演時に博文館から出版 された台

本で, やはり桜凝作の一番 目狂言 「東鑑拝賀巻」

の付録として刊行された。奥付に明治26年3月10

日印刷出版とあり, 「鏡獅子」の序文の日付は3

月5日 である。10日 は歌舞伎座の初 日であるか ら, 

初日の前後に出版された ものとみるべきであろう。

活字本の2は 「歌舞伎新報」明治26年3月25日

付1459号 に掲載された台本で, 冒頭に役人替名が

記 されている。

上記の台本の他に, 長唄の正本がある。所見の

ものは, 大正5年3月19日 印刷, 同年3月21日 発

行とし鳥 法木徳兵衛援であるが, 字体や板式か

らみて, 初演時かそれに近い時期の正本の再板ま

たは復刻と思われる。

次にこれらの諸本の成立順序を決めるべ く, 先

行作の 「枕獅子」の詞14章とあわせて, 主な異同箇

所を次表に示す。ただ し 「歌舞伎新報」本は大谷

甲本 と同文なので表から省いた。
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表 (1)
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表 (2)
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初演時の詞章が現行 と同じものであるという前

提にたって上の表を見 ると, 大谷甲本 ・博文館本
・大谷乙本の順で成立 したと考えられる。以下 こ

れについて少 し細か く検討する。

(1)(3)(5)は大谷甲本 と博文館本が同じで, 大谷乙

本はその一部を省略 して長唄正本および現行 と同

文 となっている。(3)は3本 とも同 じ詞章が記され

ているが, 大谷乙本には省略を示す とみられる付

箋がついていて, 、この部分を抜 くと正本 ・現行と

同 じになる。

(4)は大谷甲本のみが 「枕獅子」と同文で 博文

館本 ・大谷乙本 ・正本 ・現行は, 同 じ箇所にカ ッ

卜がある。

(8)(9)の後 ジテ部分は各本の異同が大きい。博文

館本の段階で 「枕獅子」にはみ られない独自の詞

章 となっており, 大谷乙本 は大谷甲本と同 じ詞章

の上に貼込訂正を しているが, 訂正された詞章は

博文館本より正本 ・現行に近い。

これ らの点か らみて, 大谷甲本が最も早 く成立

し, 博文館本 ・大谷乙本の順 に改訂が加えられ, 

長唄正本が初演時の最後の段階の詞章を伝えるも

のとみられる。大谷甲本の検閲印は3月6日 付, 

博文館本の刊記は3月10日 であり, 検閲や出版に

かかる日数は不明なが ら, 一応上の推定に矛盾し

ない。大谷乙本には貼込があるから, 稽古の段階

で訂正が加え られた本であろう。

なお表に省いた 「歌舞伎新報」本は初日があい

てから出版されたことが明確な唯一の本であるが, 

先に述べたように大谷甲本 と同文である。 「歌舞

伎新報」本に誤植とみられる箇所が6箇 所ある一一

方, 大谷甲本の誤写は改められているので, 直接

大谷甲本に拠ったという確証はないが, ひとまず

検閲本である大谷甲本またはその原本を活字化 し
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たとみてよいと思われ, 以後 とくに 「歌舞伎新報1

本 については問題にしない。

(五)

以下, 主な異同箇所をとりあげてその意味を考

えてみたい。

全体 の設定はすでに大谷甲本の段階で確定 して

いる。すなわち, 「枕獅子」が廓を舞台に した遊

女の所作であったのを, 江戸城の 「御本丸大奥の

体」に改めたのである。冒頭 に引いた翠扇の談話

によれば, 後 ジテの獅子と対照的な女性の象徴と
16

して御小姓を選んだといい, またふつうには高尚

癖のある団十郎が傾城姿 を嫌 ったものともいわれ

ているが, 前掲の 「歌舞伎新報」2月11日 付1445

号によると, 一番目狂言 とのかかわりで大奥が選

ばれたとい う事情 もあったようである。江戸時代

には将軍家のことを脚色することは禁 じられてお

り, 鏡山で も田舎源氏で も, 別の世界に仮託 して

それとな く大奥を暗示 していたのであるから, 正

面きって江戸城の御本丸を舞台とした本曲は, ま

さに明治の所作事であったといえよう。

なお, 大谷甲本には前 ジテの役名に関 して貼込

が3箇 所あり, 奥女中→御小姓弥生 お女中頭の

村越→お小姓の弥生, 村越→弥生 と訂正している。

この村越 という役名は一番 目狂言に予定 されてい

た桜田騒動 にかかわるものかとも思われるが未詳。

奥女中は大奥に勤める女性一般の称であり, これ

を御小姓 と限定することで可憐さを強調 したので

あろうか。

また, 表 には掲げなかったが, 幕明きの鳴物が

大谷甲本 ・博文館本では 「静かなる祇園雛子」で, 

大谷乙本 もはじめ同じように記 し霊あったのを, 

貼迅 に よって 「調 べ1に 改めて い る。は じめの 「祇
18

園難子」はお鏡曳の曳き物につき, 「調べ」は大

奥 という場面 について用い られるものであろう。

お鏡曳め賑やかさを想定 していたものが武家屋敷

の堅い感 じに改められたのは, やはり団十郎の意

図であったかとも思われる。

用人 たちのセ リフにも若干異同があるが, これ

は省略 して詞章の検討に入ろう。ふつう上 の巻と

呼ばれる前半のお小姓の所作の詞章は, 「枕獅子」

の詞章を換骨奪胎して遊里気分の濃厚なところを
19

高尚化 したものといわれている。この点に気をつ

けながら, まず上の巻の詞章をみてゆきたい(校

異表参照)。

(1)冒頭部は大谷甲本の段階で 「枕獅子」の曲名

の由来 となった枕づ くしをすっか り省いているの

は, 枕が廓の情事を思わせるための処置であろう。

大谷甲本で新たに創作された 「たれに思ひをふし

柴の」云々は 『千載集』の歌をとり入れた桜凝苦

心の作だったと思うが, 大谷乙本で省かれ, 別に

「世の恋草」の詞章が挿入されている。理由はは

っきりしないが, 「世の恋草」か ら 「春風に」ま

での増補部分は 「枕獅子」の旋律をそのまま利用

しているので, 作曲上の都合であったのか もしれ

ない。

(2)(3)(4)は廓情緒の強いことばを順次省略 してゆ

く過程がみられる。大谷甲本がほとんど 耽 獅子」

の詞章のままで, 若干文句を改めている程度であ

るのは, 作者桜凝自身が最初は 「枕獅子」を離れ

ることを意識 していなかったのであろう。博文館

本で(4)の 「起請誓紙」は省かれたが, その他は大

谷甲本 と同じで, 大谷乙本になってはじめて穏当

を欠 くような字句を含む一節を省略 している。そ

れにして も, よく言われるほど高尚な文句に改め

られているわけではないように思 う。

これまでの改訂箇所は, (1)で 「花の東の宮仕へ」

の二句に新たな旋律 を加えたほかは, 詞章の削除

にともなってその部分の旋律 もカッ トするだけで

あった。これに対 して(5)の 「咲乱れたる」の部分
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は, 大谷乙本で 「枕獅子」以来の 「君はつれなや」

から 「くるりくるり」が省かれただけでなく, 作

曲も全面的に改められている。

「枕獅子」のこの部分は前段から引き続いて三

下りであるが, 「鏡獅子」は 「咲乱れたる」の唄

の前に打ち合わせの合方を挿み, この中で三下り

から本調子, さらに二上 りへと技巧的な転調 を行

い, 「咲乱れたる」から 「廿日草」までも, 詞章

は 「枕獅子」によりながら旋律は独自であって, 

作曲者三代目正治郎好みの高調子で派手な節付と

なっている。そして 「廿日草」が切れるとそのま

ま 「枕獅子」の手に戻って, 唄の途 中で三下りに

転 じている。

この部分の振りは現行では二枚扇である。 「枕

獅子」本来の振 りは不明ながら, おそらくもとも

とあったものではないだろう。団十郎は自ら振付

けた 「紅葉狩」にも二枚扇の振 りをとり入れてお

り, 伊原 青々園の 『市川団十郎」に, 幼時暗やみ

の中で右の手か ら左の手へ扇を投げてとる練習を

したという逸話が記 されているか ら, 得意の芸で

あって, 好んで使ったのだろうと思 う。

「廿日草」の唄で扇を左右に開いてキマルと, 

再び 「枕獅子」の合の手に戻って扇を1本 捨て, 

「牡丹に戯れ」以下の石橋を見渡す所作になる。

「君はつれなや」云々の詞章は内容上 とくに問題

があるとも思われないので, これを省いたのは作

曲や振付の段取 りの都合であったかとも思われる。

(6)に示 したように, 「目前の奇特あらたなり」

の唄が切 れると三下 りの 「楽の合方」になり, 上

手に飾ってあった獅子頭をとる。これに獅子の精

霊がやどり, 引きず られるようにして 「早目の合

方」で花道へ入るのが上の巻の終 りである。 「楽

の合方」は 「枕獅子」にもあるが, ここで獅子頭

に精がやどるところを説明的な所作ではっきり見

せ るのは, 江戸城大奥の鏡曳きの余興という冒頭

の設定と対応 して, 団十郎が言 うところの 「筋の

無いものに筋 をつけ」た新たな作意であろう。

そしてこの部分の振付は団十郎の苦心が伝えら

れるところで もある。獅子頭が自分の意志と離れ

て後見が遣 う蝶に狂いかかるのを押えようとして

押えかねるところでは, 右手 と左手で別々の気持

ちを表現 し, 引込みの際に獅子頭 に引かれまいと

して後ろへ体を戻すときも, 獅子頭をもった右手

は前へ進 もうとするさまをみせるなど, 困難な技
20

巧が擬らされ, 二枚扇から引込みまでが上の巻の

ヤマ場であると同時に, 全体 を通 じての頂点とも

なっている。

(六)

間狂言の格の 「胡蝶」は, 団十郎の2人 の娘, 
21

実芋(の ちの翠扇)・ 扶伎子(の ちの市川旭梅)

の2人 のために福地桜擬が新たに書 き下ろし, 藤

間勘右衛門が振りをつけた ものである。団十郎に

は女優養成の志があ22り, すでに明治23年 の慈善興
23

行で2人 の娘を踊らせている魁 本興行でかぶき

に女優が出演 したのはこの時が最初であり, 「鏡
24

獅子」上演の呼び物の一っであった。

その構想は 「歌舞伎新報」2月17日 付1447号 の

表紙(図 版(10))をみると, 舞楽の 「胡蝶1を 強く
25

意識したものであったことがよくわかる。詞章の

上でも 『松の葉」巻二の長歌 「花の宴」の前半を

とっており, 擬古典趣味の作である。大谷甲本の

段階で長唄正本 ・現行と同じ詞章になっており, 

当初から構想が固まっていて動かなか ったことが

知 られる。

(七)

「胡蝶」の所作が終わると, 後ジテの石橋の所

作になる(ふ つ うこの2つ をあわせて下の巻と呼

ぶ)。 しばしば指摘 されているように, 「枕獅子」

をは じめとする女形の石橋 ものの後ジテは, 前 ジ

テの衣裳を肌ぬぎに して扇獅子を被 っただけの持

えであったのに対 し, 「鏡獅子」は前 ジテを女形, 

後 ジテを能仕立ての石橋 としたところに団十郎の

創意があった。父親の七代目団十郎は 「閏薙姿八

景」で能仕立ての石橋を勤め, 9代 目自身 もすで
に明治11年 の 「新石橋」等で能仕立てを演 じている

図版(10)
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か ら,「 鏡獅子」の後ジテを能仕立てとすること

が早 くから団十郎の腹案にあったとしても不思議

はない。

すでに博文館本に 「法被大口にて」 と能装束が

明記されているが, 大谷甲本は 「白頭の獅子にて」

とするのみで, 能仕立て と女形糸の獅子のいずれ

を予定 していたのか, これだけでははっきりしな

い。錦絵が前 ジテを傾城姿, 後 ジテを扇獅子の女

形で描 くのに対 し, 前掲の 「歌舞伎新報」2月11

日付の記事には御殿女中と 「本行の獅子」を演ず

ることが記されているので, 前ジテが御殿女中で

ある大谷甲本は, 後 ジテを能仕立てと想定 しつつ, 

とくに卜書 には断らなかったものであろう。

大谷甲本では 「胡蝶」に引き続いてす ぐに獅子

の出となるが, 博文館本以下では獅子の出の前に

(8)の大薩摩が挿入されている。これは 「胡蝶」ま

での女性的なイメージを一転 して, 荘重な獅子の

出を導 く序曲としての役割 を果たすとみることが

できる。これに関連して前段の胡蝶の扱いも問題

になる。現行では胡蝶は所作が終わると上下へ別

れて入 り, 獅子の出のあと再び登場す る。大谷乙

本には(7)に示 したように 「左右の襖のかげには入

る」と明記 されており, 博文館本でも 「牡丹の花

の蔭に隠るし」とあるが, 大谷甲本には何 も記さ

れていない。大薩摩なしにす ぐ獅子の出となるこ

とを考えあわせ ると, おそらく舞台後方に控えた

ままで獅子の出を待つことが予定 されていたので

はないかと思われ, この点から見ても, 大谷甲本

は博文館本以下 と比べて, 前 ジテと後 ジテの対比

に充分意を用いていないように思われ る。

獅子の出は, 現行では 「乱序」の鳴物で, 本舞

台にくると 「獅子舞五段の合方」で一寸狂いをみ

せ る。各本 とも卜書に何の指定 もないが 「連獅

子」などの先行作 も同 じ形式なので, とくに記す

必要がなかったのであろう。

獅子舞の合方 に続いて(9)の唄で石橋の所作にか

かる。この詞章は大谷甲本をみると大部分を 「枕

獅子」に拠っている。石橋の所作の詞章 は, 「相

生獅子」以来, 明治に入って能仕立で作られた 『連

獅子」や 「新石橋」に至るまで, 謡曲 「石橋」の

末尾の詞章をとり入れたものがほとんどで, 大谷

甲本 もそれを受けついでいるわけである。ただ し
(10)「頭べをうなだれ」から 「面白や」までは新た

に挿入されたもので,「 執着獅子」の前 ジテの所

作の一節に多少手を加えて使っている。これは 卜

書 に記 されているように, 2人 の胡蝶がからむの
に合わせて, 詞章の上でも変化をもたせたのだ と

思われ る。

とはいえ, 大体において従来とかわらない大谷

甲本の詞章から予想される作曲 ・振付には, これ

までの類型を出る大きな変化を期待できないが, 

博文館本以降の改訂によって, 詞章 ・旋律 ・振り

とも独自の工夫が生まれた。

博文館は, 大谷甲本の(10)「頭べをうなだれ」か

ら 「面白や」までをそっくり抜き, かわって 「牡

丹に戯れ舞遊び」か ら 「勇みをなし」までを新た

に補った。これは長唄 「狂獅子」からとり入れた

ものである。

大谷乙本は, は じめ大谷甲本 と同 じ詞章を写 し

ているが, この上に貼込がなされていて, 博文館

本 と同様 に 「黄金のずゐ」のあとを訂正 している。

文句は大体博文館本 と同じであるが, 順序の入れ

かえがあって正本に近 くなっているのは, 作曲や

振付の手順の問題であろう。

大谷乙本までは石橋 ものにつきものの 「獅子と

らでんの舞楽のみきん」云々の詞章があって, そ

の後半に新工夫を加えていたのであるが, 正本 ・

現行では従来の詞章を全て省き, 大谷乙本の貼込

に記された詞章のみが残された。つまり「狂獅子」

からとり入れた詞章が残されたことになる。

「狂獅子」は宝暦 ・明和の頃, 鳥羽屋三右衛門

が作曲 したと伝えられ, 「三畜」の1つ として秘

曲の扱いをうけている。 「鏡獅子」にとり入れら

れた部分は一下りという変 り調子を用いており, 

「鏡獅子」も一下りを踏襲し, 旋律 もかなり応用
26

している。その結果, 唄の量が減り, 技巧的な合

方で多くを表現しようとする象徴的な曲 となった。

振付の面では, 獅子の精が眠っているところを

胡蝶が起 こし, それより胡蝶を相手に勇壮な狂い

をみせる。後 ジテの所作にも静と動の対比がはっ

きりとつけられているところに, 団十郎の意図を
27

みることができる。眠っている獅子を蝶が起こす

のは, 常磐津 「勢獅子」などにとり入れられてい
28

る太神楽の獅子舞にもみられる所作である。また, 

子役が胡蝶に扮 して獅子にからむのは, 間狂言の

「胡蝶」が娘2人 だけの所作なので, 後 ジテで父

子が共演するところに主眼があったのであろうが, 

従来の石橋 もので獅子にからむのは, 後見の遣 う

差し金の蝶がふつうであるから, これ も新 しい趣

向といえよう。

先にも述べたように, 後 ジテの持えが能仕立て

であるのが 「鏡獅子」のポイン卜の1つ であるが, 

同 じく能仕立ての 「連獅子」が従来の石橋 ものの

型 どおり牡丹の技 をもつだけで とくに目立 った

所作をみせないのに対 し, 「鏡獅子」の後 ジテは

振付の上でも作曲の上で も勇壮と優美を兼ねそな

えた, 明治 という新 しい時代にふさわ しい石橋の

所作であるといえよう。
こうした後 ジテの演出は, 博文館本の段階で現

行 と同じ段取 りが 卜書に記されてお り, 「狂獅子」

の詞 ・曲の導入 とともに, 早い段階で確定 してい

たことがわか る。大谷乙本まで残されていた 「獅

子とらでん」の常套句が長唄正本で省かれている

のも, 新 しい演出を徹底させるためであったと考
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え られる。

(九)

改めて各台本の性格 を整理 してみると, 大谷甲

本は, 前 ジテはほとんど 「枕獅子」のままで, 後

ジテも従来の型を襲 っていてあまり新工夫がみら

れない。博文館本は, 前 ジテは大谷甲本と大きく

変わるところがなく, 後 ジテは 「狂獅子」をとり

入れて新 しい演出を明確 にしている。大谷乙本の

後 ジテは博文館本 とほぼ同 じである魁 前ジテに

もカットを施 して御殿女中の趣意 を一一貫させ, 現

行の 「鏡獅子」と若干の相違をのぞいて一致 して

いる。

最後に各台本の成立時期を 「歌舞伎新報」の記

事などから推定 してみたい。

まず 団十郎が 「鏡獅 子」の上演 を思い立った

時期であるが 冒頭に引いた翠扇の談話では, 翠

扇が12才 の年に 「枕獅子」の稽古 をしているのを

みたのがきっかけとされている。ところが前掲の

「歌舞伎新報」の2月11日 付1445号 では 「両3年

前より頻 りと勧められ居たるもの」とされている。

同じく2月17日 付1447号 にも次のように記されて

いる。

同丈の枕獅子を勤めんとす るに至りたるは別

に仔細のあるではなく時は昨年の春のはじめ

なりしとかかねがね勧められ居るよしを桜厩居

士に咄し且つ枕獅子の振事はあらゆる所作の

中最 も古風にして近来出来星のものとは格段

の相違あるよしを語 りたるところ其後連 りに

居士よ り勧誘 し遂に此弥生狂言に出す ことと

なしたるなりと

ここにいう昨年の春は明治25年, 丁度翠扇の12才

に当るから, 「歌舞伎新報」と翠扇の談話は, と

もに事実の一面を伝えるものとみることができる

だろう。すなわち, 前々か ら 「枕獅子」を勧めら

れるようなこともあったのであろうが, 自分で舞

台にかけることを考えたのは, 娘の踊りをみたの

がきっかけで, その後桜凝に相談 をもちかけたの

であろう。

大谷甲本の成立時期は, 先述のように, 傾城姿

の錦絵と, 御殿女中と本行の獅 子の組合せが記さ

れた 「歌舞伎新報」2月11日 付1445号 との中間に

求めることとなろう。上演決定後 しば らくして書

かれたことになる。 もっとも絵師がどこまで正 し

い情報 を得ていたのかという疑問は残 るので, 団

十郎と桜擬が傾城を御殿女中に改めることを決め

た時期はいまのところ確定することができない。

「歌舞伎新報」2月24日 付1450号 には, はじめ

て本名題が記 され, 「歌舞伎座は昨日より本読に

取掛りたるが」としている。貼込のある大谷乙本

は稽古の場で訂正されていった可能性が強いか ら, 

第一一次の成立は本読みの前後で, 初 日直前まで手

が加えられたかもしれない。博文館本は大谷甲本

と大谷乙本の中間に位置 し, 後 ジテに改訂が加え

られているから, どち らかといえば乙本に近い時

期に成立 して印刷に廻 された ものとみることがで

きるだろう。

こうして, 短期間のうちに改訂が施されて 「枕

獅子」は 「鏡獅子」として明治によみがえ ること

になった。大谷乙本もなお現行 と相違があること

を考えると, 「鏡獅子」の成立はまさにその初日

であったか もしれない。

団十郎は 「団洲百話」で, 

踊にて近来尤 も苦 しかりしは鏡獅子なりき, 

(中 略)鏡 獅子に至 りては前に女にて身体を

苦 しめられ直 ぐ反対のものとなる事ゆゑ, そ
の苦 しさ云はん方なし, 殊に其の踊は極昔風

にて刻銘なる手多ければこすい事は能ず, 年

を老ては中々に骨が折れるなり。

と述べている。 「鏡獅子」の前 ジテには 「枕獅子」

の振 りがかなり応用されているかと思われ, 両者

を比較研究することができないのは残念である。

また, 「鏡獅 子」が他の石橋 ものに与えた影響 も

大きく, これについては機会を改めて考えてゆき

たい。
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注(1)『 続続歌舞伎年代記 』は3月12日 初 日とする。 これは筋書の日付によったものと思われる。いま絵本役割
・辻番付 ・ 「歌舞伎新報」1454号 により10日 初 日とする。 「歌舞伎新報」1464号 ・1465号 によれば, 4月11

日まで33日 間興行 した。

(2) 中村児太郎(五 代 目福助)の 「鏡獅子の大役」(『 演芸画報 』大正4年11月 号)に よると, 勘右衛門が

振付を した ものに, さらに団十郎が工夫を加えたという。

(3) 初 演時の外題は 「英獅子乱曲」で, 後 に 「枕獅子」に改題されたとみられている(近 世邦楽年表)。 かぶ

きでの再演記録は見当らない。

(4) 昭和23年7月30日, 芸艸堂出版部刊。翠扇の口述 した芸談 「鏡獅子」を中心に関係者の芸談などを収録 し

たもので, 市川三升編纂, 川尻清潭校閲。

(5)『 演劇百科大事典 』・『名作歌舞伎全集 』第十八巻本曲解説など。

(6)「 歌舞伎新報」3月10日 付1454号 に 「一昨日より番付の配付をなせり」とある。 これは絵本役割をさすも

のか と思う。

(7) 明治29年6月7日 より歌舞伎座にて興行。伊原青々園 『市川団十郎の代々』は三日間, 『続続歌舞伎年代

記 』は一週間とする。

(8) 明治31年2月15日 よ り。この時の番付には胡蝶の役名がないので, この点では手直 しがあったか もしれな

い。 しかし, 逆 に翠扇はこの舞台を見ていないと考え られるので, このときの演出が定型として後に伝わっ

たとは思われない。

(9) と もに 『鏡獅子 』所収の翠扇 の芸談と, 菊五郎の 「鏡獅子の思ひ出」による。

(10) 幕 明きの侍と腰元の役名とそのセ リフ, 胡蝶の持えと振 りなど, 細部には変更もあるが, 弥生と獅子の振

りの根幹は初演時に確定 したとみられる。

(11)『 名作歌舞伎全集 』第十八巻に底本を演劇博物館所蔵本とするのは誤記かと思われる。

(12) 大谷図書館の目録カードでは本書を 「作者 自筆原本」 としているが, 演劇博物館所蔵の福地桜凝自筆台

本 『太閤軍記朝鮮巻 』『双面忠義鑑』と比して別筆とみられる。本書は狂言作者風の書体であ り, この時歌

舞伎座には河竹新七ほかの作者が出勤 しているので, 狂言作者が清書 して提出 したのであろう。

(13) 演劇博物館所蔵, 六合新三郎旧蔵本。

(14) 初演時の正本未見のため, 後世の再刻本である沢村屋利兵衛板による。

(15) 東大国文学研究室にも『春興鏡獅子 』の台本が所蔵されている。表紙に当ル丑の菊月狂言, 裏表紙に明治

計四年九月吉日, 本主播磨屋と記されており, 34年10月15日 より新富座で, 子供芝居の初代中村又五郎が上演

したときのものであるが, 内容は大谷甲本と同じである(現 行にない詞章は 「 」でくくって省略を示して

いる)。 大谷甲本にある明治34年10月14日 付 の検閲印はこの時のもので, 検閲本である大谷甲本を転写した

ことが明 らかである。

(16) 大奥のお小姓の職制については, 三 田村鳶魚 「御殿女中の研究」(『 三田村鳶魚全集 』第三巻)に 詳しい。

7歳 ぐらいか らお小姓になり, 12, 13歳 で元服, 16, 17歳 まで勤める。元服すれば眉をおとし, 振 袖も着な

いので, 団十郎の 「鏡獅子」が実情を反映 していないと指摘 している。

(17) 現行 では 「調べ」入 りの 「忘れ貝合方」。

(18) お鏡曳は, 永島今四郎 ・太田骨雄の 『千代田城大奥 』, 鳶魚の 「御殿女中の研究」によると, 正月七日に献

上された鏡餅を下男たちが鳴物で嘩 して曳 く行事である。お小姓などは参加 しないので, この点で も鳶魚は

「鏡獅子」の設定の誤 りを批判 している。

(19) 浅川玉兎 『長唄名曲要説 』など。

(20) 翠扇 「鏡獅子」 ・五代目福助 「鏡獅子の大役」などによる。

(21) 実子 は3月26日 まで出勤 したが, 歯痛のため以降は象刻家益田香煙の娘蕩枝が代って勤めたと 「歌舞伎新

報」3月30日 付1460号 にみえる。

(22)『 団洲百話 』『市川団十郎の代々 』などによる。

(23) 明治23年7月7, 8両 日新富座において三升会の慈善興行として 「藤娘」 「松風」を踊った。

(24)「 歌 舞伎新報」1452号, 1455号, 1462号 などに記事がある。

(25) 翠扇の 「鏡獅子」によると, 初演時の胡蝶の持えは団十郎の意匠にかかるもので, 髪は唐髭風に結ってお

り, 現行より舞楽に近いイメージであったと思われる。 「胡蝶」の所作事は 「鏡獅子」以前にも変化舞踊の
一 コマとして上演されており, 舞楽の装束を思わせる絵が絵本番付 ・正本絵表紙 ・錦絵などに描かれている

ものもある。天保7年3月 中村座の五変化 「席書扇絵合」の 「地主の桜に舞の胡蝶」はその顕著な例である

が, 初代岩井紫若の一人の所作であり, その他の曲も一人立ちか雌雄番いである。 「鏡獅子」は子役二人の

連れ舞である点で, 童舞の 「胡蝶」に一層近いものとなっている。なお, 丸茂祐佳 「娘のおどりのテクニッ

ク(12)<長唄 ・鏡獅子-胡 蝶->」(『 舞踊研究 』46号)に, 柳亭種彦の合巻 『修紫田舎源氏 』の挿絵 と

の類似が指摘されている。

(26)「 狂獅子」は三代目杵屋勘五郎が伝えており, 正治郎が 「鏡獅子」の作曲にあたって, 勘五郎の子の六代

目三郎助に教えを乞うた逸話が 『長唄浄観 』に記されている。

(27) 現行の後 ジテの演出には六代目菊五郎の工夫が加えられていると考えられる(菊 五郎 「鏡獅子の思ひ出」)

が, 今 日これを識別するのは困難である。

(28) 「鏡獅子」の合の手に 「勢獅子」の合の手の一節がとり入れられている。
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